
令和２年度 地方創生推進交付金事業報告（事業期間 H30～R２） 

（単位：円） 

交付対象事業名称 
総事業費 

（A） 

交付金充当経費 

（B） 

交付金対象外経費 

（A-B） 
事業開始年月 事業完了年月 

地域商社×佐渡次世代農業ビジョン

実践事業 
18,048,200 9,024,100  9,024,100 R２.4 R3.3 

 

事業内容 事業内訳 KPI 成果 事業に対する評価・今後の方針 

【佐渡次世代農業ビジョン実践事業】 

 

◆農業次世代人材確保事業 

 次世代の佐渡農業を担う人材の確保・育成を関係

機関と連携して継続して行った。農業体験を通じて

佐渡の農業を知ってもらうためのパンフレットを作

成・配布した。 

 

◆園芸産地再生・担い手育成実証委託事業 

 園芸産地における荒廃農地の再生・生産実証事業

を継続・拡充して行った。複数の園芸品目を組み合

わせた大規模経営を佐渡の次世代農業モデルとする

実証事業を農業法人等へ委託して行った。 

 

【地域商社事業】 

 

◆佐渡版地域商社的機能構築費 

 ２年目に構築した佐渡版地域商社的機能の推進に

向け、消費者ニーズを捉えた生産調整を実践事業に

反映させるとともに、島内外の販路拡大に努めた。 

 

 

 

 

【佐渡次世代農業ビジョン実践事業】 

2,890,100 円 

◆農業次世代人材確保事業 

 154,000 円 

◆スマート農業実践事業補助（ハード） 

 1,425,000 円 

 

 

◆園芸産地再生・担い手育成実証委託事業 

 1,311,100 円 

 

 

 

 

【地域商社事業】 

15,158,100 円 

◆佐渡版地域商社的機能推進費 

 4,642,000 円 

 

 

 

 

 

 

①主要農産物の販売額 

事業開始前（H29）6,213 百万円 

計画値（R2）   6,500 百万円 

実績値      6,065 百万円 

         ▲435 百万円 

 

②学校給食での佐渡産野菜使用率 

事業開始前（H29） 28.8％ 

計画値（R2）    40.0％ 

実績値        17.2％ 

         ▲22.8％ 

 

③地域商社及び農業法人等におけ

る雇用者数 

事業開始前（H29） ６人 

計画値（R2）    10 人 

実績値        8 人 

         ▲2 人 

効果 

地方創生に効果があった 

 

 

（KPI 未達成理由） 

KPI①については、園芸野菜全

般において夏の異常高温、乾燥

による焼けや枯れのほか、高温

が推移したことによる生育の早

まりなどにより計画的に出荷で

きなかった。出荷においても規

格品に至らないなど、著しく品

質が低下し、出荷できなったた

め販売額につながらなかった。 

KPI②については、KPI①の要

因のほか、佐渡市地産地消推進

会議での市場側からの意見とし

て、「絶対的な佐渡産品の量の不

足と、生産技術の未熟さ、高齢

化、担い手の不足」など、学校

給食として使用できるだけの品

質、量が確保できず使用率が下

がった。 

KPI③については、生産量、品



◆島内循環型地域商社機能構築 

 島内での生産量を底上げし、地産地消率を上げる

ことで島外への販売につながるため、モデル的な地

域を設定し、生産、出荷、集荷、配送までの体制が

つながるよう運用を実証した。 

 ただし、新型コロナウイルス感染症の影響により

一部事業を行えなかったことから、昨今の EC 需要の

高まりを鑑み、新たに EC サイトを構築し、多くのイ

ンターネット利用者に向けた販売展開した。 

 

◆園芸産地育成事業補助金 

 島内循環型地域商社機能構築の底上げを図るた

め、園芸導入・拡大に向けて挑戦する農業者の生産

から販売までを一貫してサポートした。また、国県

事業から除外される農家を対象として支援。ただ

し、対象者の選定について、広く公募し地域の取組

を吸い上げ、審査により決定した。 

 

◆地産地消事業 

 生産拡大の出口戦略として、地産地消による島内

消費の拡大を推進した。 

  

◆島内循環型地域商社機能構築 

 3,797,489 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆園芸産地育成事業補助金（ソフト） 

 206,000 円 

◆園芸産地育成事業補助金（ハード） 

 4,980,000 円 

 

 

 

 

◆地産地消推進事業 

 1,532,611 円 

質は伸びず、人材確保につなが

らなかった。 

 

（実績を踏まえた事業の見直し） 

平成 30 年度から令和２年度ま

で３カ年事業を実施。 

今回の事業では、生産、消

費、販売を一体的に取組んだ

が、絶対的な佐渡産品の量の不

足、生産技術の未熟さ、高齢

化、担い手不足が要因となり、

量、品質は伸びず、人材確保に

つながらなかった。 

見えてきた課題を踏まえ、令

和３年度より、他産地との差別

化販売に取り組むため、共通し

た栽培手法を意識した園芸作物

のブランド化を目指す。園芸作

物の共通となるブランド軸を立

ち上げ、統一した栽培技術、品

質規格に取組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和２年度 地方創生推進交付金事業報告（事業期間Ｒ１～R３） 

（単位：円） 

交付対象事業名称 
総事業費 

（A） 

交付金充当経費 

（B） 

交付金対象外経費 

（A-B） 
事業開始年月 事業完了年月 

佐渡戦略産品ブランド化プロジェクト 29,251,048 14,625,524 14,625,524 R2.4 R3.3 

 

事業内容 事業内訳 KPI 成果 事業に対する評価・今後の方針 

【佐渡米品質向上プロジェクト】 

１等米比率向上、販路拡大に伴う、ブランド力の

向上による販売量及び農家所得の向上を実現。２年

目は農業者の意識改革を図るため、サポーターの生

産する米の高付加価値化販売戦略に取組んだ。 

 

【ブランド力アップのための販売戦略】 

「朱鷺と暮らす郷づくり認証米」の販売力強化及び

多様な販売網を構築するとともに、佐渡米のブラン

ド及び販売戦略、販売促進を農協と協働により再構

築。また、販売産品である果樹（柿・レクチェな

ど）の販売量、単価アップを目的に新たな販路開拓

に向けて取組んだ。 

 特に購買意欲につながるよう島の魅力（食の文

化、歴史、背景）も PR 発信できるようプロモーショ

ンを行った。 

 

【企業支援対策事業】 

佐渡産品の情報発信、消費者等の動向確認のほ

か、海外への商談会、海外販路につながる商談会等

への出展にかかる経費を一部補助し、更なる販売網

販路拡大を図る。 

【佐渡米品質向上プロジェクト】 

 7,774,000 円 

 1,796,000 円（ソフト） 

 5,978,000 円（ハード） 

 

 

【ブランド力アップのための販売戦略  

 21,477,048 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【企業支援対策事業】 

 0 円 

 

 

 

 

 

 

①輸出量（米・柿及び加工柿） 

事業開始前（H30）  0.4t 

計画値（R2）    10.0t 

実績値        0.25t 

          ▲97.5t 

 

②コシヒカリ１等米比率 

事業開始前（H30）  84％ 

計画値（R2）     88％ 

実績値       73.9％ 

         ▲14.1％ 

 

③JA 重点作物（米・柿・干し柿）

販売額 

事業開始前（H30）4,978 百万円 

計画値（R2）   4,998 百万円 

実績値       5,628 百万円 

         630 百万円増 

 

④「朱鷺と暮らす郷づくり認証

米」の販売店舗数 

事業開始前（H30） 322 店舗 

計画値（R2）    334 店舗 

実績値       281 店舗 

         ▲53 店舗減 

効果 

地方創生に効果があった 

 

 

（KPI 未達成理由） 

KPI①については、柿を輸出す

るための冷凍・真空技術が確立

されたが、高温の影響をうけ着

色の遅れが発生し集荷時期、出

荷時期が例年より遅れた。ま

た、長雨により果実の汚損が見

られ集荷量の減少が影響し輸出

につながらなかった。 

KPI②については、猛暑被害か

らの改善は見られたものの、長

雨の影響により稲が倒伏したた

め目標に達しなかった。 

 KPI④については、外出自粛等

の影響により販売店ではなく、

通販等での購入に切り替わった

影響もあり取組店舗が減少。 

 

（実績を踏まえた事業の見直し） 

 佐渡米未来プロジェクトにお

いて、異常気象の影響（高温）

が品質低下の大きな原因とし、



気象変動の影響を最小限に抑え

るための「基本技術の徹底」や

「良質な稲の育成（健苗育成）」

と並行し、「土づくり」を実施す

ることが重要であるとの意見を

踏まえ、引き続き SPAD 導入、

土づくり資材補助を実施する。 

 米穀店からの要望が高まって

いる色彩選別機済米の区分出

荷・区分販売を実施できるよ

う、大規模農家への色彩選別機

導入を推進するため、対象を個

人農家から大規模農家、組織へ

切り替える。 

 ブランド力アップのための販

売戦略については、販売拡大プ

ロモーションに係る経費を見直

す。国内において多岐にわたる

販売チャンネルの確保に努める

ため、卸売先への訪問等で佐渡

の取組を PR し、首都圏、関西

方面での広告・宣伝活動により

販売先との結びつき強化に努め

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和２年度 地方創生推進交付金事業報告（事業期間Ｒ１～Ｒ３） 

（単位：円） 

交付対象事業名称 
総事業費 

（A） 

交付金充当経費 

（B） 

交付金対象外経費 

（A-B） 
事業開始年月 事業完了年月 

新たな観光資源開拓×佐渡版 DMO 

戦略的観光地域づくりプロジェクト 
109,005,035 54,502,517 54,502,518 R3.4 R4.3 

 

事業内容 事業内訳 KPI 成果 事業に対する評価・今後の方針 

【観光地域づくり推進事業】 

佐渡版 DMO が中心となり、多様な関係者と連携

し、中長期的な視点による観光地経営を進めてい

く。特に、さどまる倶楽部会員拡大が重要であるこ

とから、「佐渡」の認知度向上とさどまる倶楽部会員

への誘導を積極的に推進。 

 

【外国人旅行客誘致事業】 

 長期滞在型観光モデル造成の目的のために、外国

人旅行客等を対象とした事業を行うとともに、県内

自治体との連携による旅行会社、商談会等へのセー

ルを行う予定であった。 

 しなしながら、新型コロナウイルス感染症の影響

により、ターゲットとしていた東南アジアからの入

国規制により、商談会やスポーツイベントを中止せ

ざるを得なくなった。 

 ただし、新型コロナウイルス感染症収束後、観光

業のＶ字回復に向け、「新たな生活様式に対応した受

入環境整備事業」を実施。観光地において最重要視

される「安心・安全」の仕組み構築により、観光施

設側の受入水準と地域ブランド向上を図った。 

【観光地域づくり推進事業】 

 104,605,434 円 

 

 

 

 

 

 

 

【外国人旅行客誘致事業】 

 4,399,601 円 

①さどまる倶楽部会員が佐渡を訪

れた数 

事業開始前（H30） 1,500 人 

計画値（R2）    4,000 人 

実績値        4,502 人 

          1502 人増 

 

②外国人延べ宿泊数 

事業開始前（H30）17,000 人泊 

計画値（R2）   20,000 人泊 

実績値        1,128 人泊 

        ▲18,872 人減 

 

③観光客１人当たり平均宿泊数 

事業開始前（H30） 1.89％ 

計画値（R2）    1.93％ 

実績値        1.65％ 

         ▲0.28％減 

 

④関係人口（さどまる倶楽部会員数） 

事業開始前（H30）16,000 人 

計画値（R2）   35,000 人 

実績値      37,635 人 

         2,635 人増 

効果 

地方創生に効果があった 

 

 

（KPI 未達成理由） 

 KPI②、③については、新型コ

ロナウイルス感染症による外出

自粛が影響し、観光客入込数が

減少したことに伴い未達成。 

 

（実績を踏まえた事業の見直し） 

 新型コロナウイルス感染症収

束後、リスタートを素早く切れ

るよう、事業所への支援を手厚

くしてはどうかとの意見を踏ま

え、非接触型会計システム及び

オンライン予約システム等のデ

ジタル化に対応する「営業力強

化」に向けた取組みを実施す

る。 

 観光振興や地域活性化を目指

し、観光資源「巡礼」や「癒

し」をテーマに周遊・滞在型の

新たなルートや旅行商品を造成



し、首都圏や関西、国外では台

湾や香港からの誘客促進につな

がるよう事業を新たに展開す

る。 

 外国人旅行客の広域観光ニー

ズへの対応や長期滞在・回遊性

の向上促進等を図るため、観光

客が佐渡を来訪する機会の創出

を目的とする「新しい旅行スタ

イル」の実現を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和２年度 地方創生推進交付金事業報告（事業期間 R１～R３） 

（単位：円） 

交付対象事業名称 
総事業費 

（A） 

交付金充当経費 

（B） 

交付金対象外経費 

（A-B） 
事業開始年月 事業完了年月 

歴史と文化が薫り 自然と人が共生 

できる美しい島づくり 
68,044,924 34,022,462 34,022,462 R3.4 R4.4 

 

事業内容 事業内訳 KPI 成果 事業に対する評価・今後の方針 

【佐渡体験交流事業】 

 姉妹都市や関連の深い市町村の小中学生を対象と

して自然体験等の促進を図る「交流パス事業」並び

に、通年観光の推進及び観光地域づくりに資するも

のとして、冬期間における旅行ニーズや島内消費動

向、満足度、再来訪以降の調査を目的に、首都圏等

から冬ならではの佐渡の味覚、歴史、文化を満喫で

きる旅行商品を造成し、アンケート調査等を実施予

定であった。 

しかしながら、新型コロナウイルス感染症の影響

により、都道府県をまたいでの移動自粛状況等、見

通しがたたないことから一部事業を中止。 

ただし、新型コロナウイルス感染症収束後、観光

業のＶ字回復に向け、「新たな生活様式に対応した受

入環境整備事業」を実施。修学旅行等の再開を見据

えた受入準備等を整え、事業を複合的に実施。 

 

【歴史・伝統文化等体験施設関係事務費】 

ジオパーク拠点施設や佐渡版 DMO、佐渡文化財団 

との連携を図り、佐渡の歴史や文化に関する実物資

料の展示解説、佐渡金銀山の選鉱作業体験や無名異

焼等の伝統技巧実習体験を提供したほか、新型コロ

ナウイルス感染症の発生により、観光客の来館が期

待できない状況を踏まえ、島民向けに体験ワークシ

【佐渡体験交流事業】 

 19,249,472 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【歴史・伝統文化等体験施設関係事務費】 

 6,430,813 円 

 

 

 

 

 

①市営観光・文化施設入場者 

事業開始前（H30） 248,984 人 

計画値（R2）    269,100 人 

実績値        108,380 人 

         ▲160,720 人 

 

②３ガイド（金銀山・トキ・ｼﾞｵﾊﾟ

ｰｸ）利用者数 

事業開始前（H30） 67,083 人 

計画値（R2）    69,443 人 

実績値       43,384 人 

         ▲26,059 人 

 

③リピート率 

事業開始前（H30） 34％ 

計画値（R2）   41％ 

実績値       41.4％ 

          0.4％増 

効果 

地方創生に効果があった 

 

 

（KPI 未達成理由） 

 KPI①、②については、新型コ

ロナウイルス感染症の外出自粛

等の影響により未達成となっ

た。 

 

 

（実績を踏まえた事業の見直し） 

 佐渡は魅力が多岐にわたり、

まとめるのが非常に難しいた

め、佐渡の歴史や地学的な面に

ついて面白いと感じてもらえる

コンテンツに集中投資し、遊び

を中心とした体験に手法を変更

してはどうかとの意見を踏ま

え、新たな体験・参加型ツアー

造成に伴い、市営観光施設での

ワークショップ、企画展の事業

展開の充実を図るよう見直す。 

 佐渡市ジオパーク推進協議会



ョップを主としたイベントを開催するなど、佐渡の

文化資源の魅力発信に努めた。 

 

【ジオパーク推進事業】 

 ジオパーク拠点施設を活用し、ジオパーク活動を

さらに発展させるため、市民講座、ガイド養成講座

について開催回数、内容充実を図り、市民への普及

啓発を図った。 

 

【佐渡ジオパーク推進協議会活動事業】 

 ジオパークは世界文化遺産や世界農業遺産を包括

する“風呂敷”であると考えており、効果的にアピー

ル、推進するため佐渡ジオパーク推進協議会を中心

に、「佐渡らしさ」が見え、島の特色ある自然を活か

しながら、持続可能な地域社会の実現に向け、「大地

と地質資産の保全」「学習・教育への活用」「ジオツ

ーリズムの推進」に取組んだ。特に、旧ジオポイン

トの分類分けを行い、すでに見直しし設定した活用

ジオサイト 27 箇所と併せ、さらに新たに活用ジオサ

イトを設定し「大地と人と地域」がつながる環境を

整備。また、新たに設定したサイトを見て回るモデ

ルコースを設定し、「見て、聞いて、触れて、味わっ

て、交流する」新たな体験・学習型観光の振興を推

進することで、より多くの来場者につながるよう事

業を実施。特に 2019 年教育旅行として設定したモデ

ルコースを 2020 年より佐渡ジオパーク推進協議会が

推進母体となり受入を実施。 

 

【佐渡金銀山ガイダンス施設管理運営事業】 

2019 年 4 月にオープンした佐渡金銀山ガイダンス

施設は、佐渡金銀山の価値をわかりやすく紹介する

とともに、来訪者を現地へと誘導するための情報発

信の拠点施設とする。また、ガイドツアーの受付を

行うガイドステーションや佐渡金銀山関連の講演会

 

 

 

【ジオパーク推進事業】 

 4,167,546 円 

 

 

 

 

【佐渡ジオパーク推進協議会活動事業】 

 11,737,324 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【佐渡金銀山ガイダンス施設管理運営事業】 

 26,298,246 円 

 

 

 

 

が実施する教育旅行・ジオツー

リズムの内容充実を図るため、

季節限定ガイド業務委託やガイ

ド研修等においてオンライン開

催が可能となる環境整備を行

う。 

  



や研修など講堂を会場に実施する。 

 

 

【生物多様性戦略推進事業】 

2021 年の 10 周年記念事業に向けて、調整・準備

を行い、機運醸成を図った。 

 

 

 

【生物多様性戦略推進事業】 

 161,523 円 

 


